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本稿は『パララトン』第２章から第６章の翻訳である｡『パララトン』第
１章を「ケン・アンロク伝」とした本誌前号に続くもので，シンガサリ朝２
代目のアヌーシャパティ王（第２章）から５代目クルタナガラ王の破滅（第
５章）を経て，その後ジャヤ・カトンの覇権時代からラデン・ウィジャヤが
元の軍隊を利用してジャヤ・カトンを倒すまでを述べている。
本稿のタイトル「シンガサリ諸王伝」は訳者がつけたものである。また本
誌前稿でも記したように，ジャワ語原文では章立てがあるわけではなく，そ
れは編者ブランデスによるものである。章のタイトルになっている王の名前
やその在位年もブランデスによる付加である。
『パララトン』第１章では神話的色彩がことさらに濃厚で伝奇的であるの
に比して，第２章以下では神の声が天から下ることはなく，かなり散文的で
ある。人の世とも神の世ともつかぬ舞台設定の文学作品というより歴史叙述，
少なくとも歴史物語というべき内容になっている。とくに第４代ウィシュヌ
ワルダナ王と第５代クルタナガラ王の場合は，各々が王として発した金石文
が知られており，少なくともこの２王が歴史的実在であることが確認される
ことからも,『パララトン』が歴史的事実に根ざした物語であることが確実
視されている。
このことはまた『元史』との対比からも確認される。すなわち，第６章で
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〔翻 訳〕
語られるタタル Tatar軍はフビライが派遣した爪哇（ジャワ）遠征軍つまり
ジャワの元寇のことである。それが1293年であったことは『元史』から明ら
かである｡『元史』の記述と『パララトン』の記述がある程度一致すること
は仲田浩三「元のジャワ進討」(『東方学』37（1969)，pp. 125）に示され
ている。
『パララトン』の記す即位年や没年等々が『デーシャワルナナ』(1365年）
や金石文から確認されるものと異なることがあり，その場合『パララトン』
の記述が訂正される。その結果シンガサリ諸王の系譜と在位年は現在一般に
上のように再構成されている（池端雪浦編『東南アジア史Ⅱ島嶼部』山川出
版社1999年，付録57頁)。クルタナガラの女婿ラデン・ウィジャヤがマジャ
パヒト朝の始祖となる。シンガサリ，マジャパヒト両朝は王家の血筋からす
れば一体であるが，王都の所在地が異なるので区別して呼ぶことが多い。
本稿を読む時の日本語の参考文献としては前稿「ケン・アンロク伝」同様，
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Ｎ.Ｊ.クロム著，有吉巌編訳『インドネシア古代史』天理教道友社，1985年
がたいへん有益である。第５章でクルタナガラ王がシワブッダと称している
ことの意味づけについてはそこでも議論されているが，石井和子「ジャワの
王権」(池端雪浦編『変わる東南アジア史像』山川出版社，1994年，6989頁）
では,「普遍的真理」を求め続けるジャワ的王権正統性理論の流れの中に位
置づける試みがなされている。
なお，前稿「ケン・アンロク伝」ではブランデスによるオランダ語訳の段
落に忠実に従っていたが，本稿では読みやすさを考えて，訳者の判断で段落
を分割した場合がある。
ついでサン・アヌーシャパティ sang Anusapatiが王（ラトゥ ratu）を継い
だ。シャカ1170年である。
言い伝えでは，しばらくして，ケン・アンロク Ken Angrokの第二夫人
（ラビ・アノム rabi anom）との間の息子ラデン・トフジャヤ Raden Tohjaya
はことの次第を詳しく聞いた。つまり，アヌーシャパティがサン・アムール
ワブーミ sang Amurwabhumiを殺すためにある人物を買収し，サン・アムー
ルワブーミはバティル Batilのこの男によって殺されたというのである。サ
ン・アパンジ・トフジャヤ Sang apanji Tohjayaは父の殺害が我慢ならなかっ
た。復讐の手段つまりアヌーシャパティに死をもたらすことのできるものを
見つけるのに考慮を重ねた。アヌーシャパティはパンジ・トフジャヤが自分
を狙っているのを知っていて，用心をおこたらず，寝所のまわりに池を掘ら
せた。庭に見張りがもうけられ，信頼できる者たちがそこに配置された。
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アヌーシャパティ（第２章）
シャカ11701171（11491170）年〔AD 12481249（12271248)〕
しばらくしてサン・アパンジ・トフジャヤはバターラ Bhatara・アヌーシ
ャパティのところに闘鶏をもって訪ねてきて言った「兄上，父上はガンドリ
ン Gandringのクリス keris〔短剣〕を持っておられた。それを頂きたいので
すが｣。バターラ・アヌーシャパティの最期が近づいているのは明らかだっ
た。アヌーシャパティはガンドリンのクリスを与え，トフジャヤはこれを受
け取ると帯に差し，それまで帯びていたクリスを家来の一人に与えた。そし
て言った「さあ，兄上，鶏を戦わせましょう｣。アヌーシャパティは答えた
「よかろう，弟よ｣。鳥篭係に命じて闘鶏をもってこさせて言った「さあ，
弟よ，すぐ始めよう｣。｢いかにも」とパンジ・トフジャヤ。二人は自ら鶏に
鉄の爪をつけた。鶏は向かい合い，サン・アヌーシャパティはすっかり夢中
になった。死の時が至ったことは疑いない。鶏をけしかけ闘わせるのに心を
奪われているその瞬間にトフジャヤが彼を刺し通した。
アヌーシャパティはシャカ1171年に死んだ。キダル Kidalに葬られた。
トフジャヤがつぎにトゥマプル Tumapelの王（ラトゥ）になった。
アヌーシャパティにランガ・ウニ Rangga wuniという息子があった。アパ
ンジ・トフジャヤのいとこ（カポナカン kaponakan）である。アパンジ・ト
フジャヤの異母兄弟マヒシャ・ウォン・アトゥルン Mahisa wong atelengに
も息子マヒシャ・チャンパカ Mahisa campakaがいた。やはりアパンジ・ト
フジャヤのいとこ（パフルナン pahulunan）である。
アパンジ・トフジャヤが表敬を受けた時，すべてのマントリ mantri〔重
臣]，プラーナラージャ Pranaraja〔宰相？〕等々が姿を見せ，ランガ・ウニ
とクボ・チャンパカ Kebo campakaもそこにいた。パンジ・トフジャヤは言
った「マントリたち，皆の者，第一にプラーナラージャよ，ここなるわしの
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トフジャヤ（第３章）
シャカ11711172年〔AD 12491250〕
いとこを見よ，その姿形のなんと美しいことか。他の国々の敵にはどのよう
に見えることであろうか。そしてこの二人の男をいかが思われるか，プラー
ナラージャよ｣。プラーナラージャはスンバ sembah〔礼拝〕しながら答えた｡
「まことに，陛下，仰せのとおり，この方々は見目麗しく，ともに勇敢です。
しかし，陛下，この方々を臍のできものに譬えることもできましょう。最後
にはまちがいなく死に至らせるのです｣。王は沈黙した。
王はプラーナラージャの言葉が意味することをますます理解するようにな
り，それを悲しみとした。
王はついでルンブ・アンパル Lembu ampalを召して，二人の王子を除く
よう命じた。王はルンブ・アンパルに言った「もしお前が二人を除くのに失
敗したら，わしはお前を亡き者とする」
アパンジ・トフジャヤがルンブ・アンパルに王子たちを片づけるよう命令
した時，トフジャヤのもとでサンカパニ sangkapaniであったバラモンがそ
のことを聞いていた。バラモンは王子たちに同情し，ルンブ・アンパルが二
人を片づけるよう命令を受けたこと，そしてそれに成功しなかったら二人の
代わりに王によって殺されるだろうことを知らせた。二人の王子は言った
「尊師よ，私たちは何も悪いことをしていない｣。バラモンは答えた「とも
かくもまずは身を隠しなさい，若者よ｣。二人はまだバラモンが間違ってい
るのではないかと疑いをもち，そこでいっしょにアパンジ・パティパティ
Apanji Patipatiのもとに行き，言った「パンジ・パティパティ Panji Patipati
よ，私たちはあなたの家に身を隠しにきました。というのも王が私たちを除
こうとしているが，私たちは亡き者にされねばならないようなことは何もし
ていません」
パンジ・パティパティはこの噂を調べてきた「王子たちよ，あなた方が亡
き者とされなかったら，ルンブ・アンパルがその責任を問われます｣。そこ
で二人はひそかに隠れていた。二人の捜索が行われたが見つからなかった。
手配されたが，どこへ行ってしまったのかわからなかった。
そこで王は，ルンブ・アンパルが二人とグルになっていると疑った。ルン
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ブ・アンパルに討っ手が出され，ルンブ・アンパルは逃げて，隣人のアパン
ジ・パティパティのもとに身を寄せた。そこに二人の王子のいることを知る
と，二人のもとに行って言った「私は，殿下，あなたたちのもとに避難して
まいりました。私は王の命令であなたたちを亡き者にしなければならないが，
それに失敗したので，王は私を罰しようとしています。信じていただけない
なら，誓いを立てます。あなたたちに忠実に仕えます」
二人がルンブ・アンパルに誓約させた数日後，ルンブ・アンパルが二人の
もとに来て言った「いかがお考えでしょう，殿下。隠れていてもきりがあり
ません。わたしは近くラジャサ Rajasaの誰かを水浴中に刺し通すでしょう」
二日後ルンブ・アンパルはシヌリル Sinelirの者を刺し通し，追跡される
とラジャサに逃亡した。この時シヌリルの者たちは言った「ラジャサの者が
シヌリルの一人を刺し通した｣。つづいてラジャサの人々はシヌリルのパン
ガラサン pangalasan〔侍従，王の使者〕とけんかになった。双方に多数の死
者が出る激しい闘いとなり，王に解散を命じられたが，彼らは命令に従わな
かった。これに腹を立てた王は両方のバトゥル batur〔長〕を処刑した。
二人のバトゥルが殺されたと聞くと，ルンブ・アンパルはラジャサの者た
ちのところに行き,「抹殺されそうになったら，二人の王子のもとに逃げな
さい，お二人はおられるのです」と言った。ラジャサの者たちはそう約束し,
「ルンブ・アンパル，このウォン・バトゥル wong baturをお二人のところ
に連れていってくれ」と言った。ラジャサの者たちの年長者たちは二王子の
ところに連れてこられた。彼らは言った「殿下，ラジャサの者たちに加わっ
てください。あなたの命じられることは何でも従います。不忠のないよう誓
約をお取り下さい。しかしそういうことは生じないでしょう｣。
年長者が招かれたシヌリルの者たちも，ラジャサの者たち同様に誓約を行
った。そして二人のバトゥルは誓約の後，命令を受けた「今日の夜，ここに
来なければならない，それぞれ配下をつれて，そしてクラトン kraton〔王宮〕
に攻撃をかける｣。彼らは家に帰った。
夜になると，彼らは配下とともに二王子のところに来た。みな闘志に満ち
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ていた。クラトンに向かい，そこでアムク amuk〔狂乱〕となった。アパン
ジ・トフジャヤは恐れおののき，慌てふためいて逃げたが，致命傷ではない
槍傷を受けた。
騒ぎがおさまって，家来がアパンジ・トフジャヤを捜し，救い出すと，カ
タン・ルンバン Katang lumbangに逃走した。その途中，荷役人の一人のサ
ロンが解け，尻が見えた。パンジ・トフジャヤはこの者に呼びかけた「サロ
ンを直せ。尻が見える｣。トフジャヤが長く王でなかったのはその尻が原因
である。ルンバン・カタン Lumbang katangに着くと，彼は死んだ。彼はカ
タン・ルンバンに葬られた。彼の死んだのはシャカ1172年〔AD 1250〕であ
る。
つづいてランガ・ウニが王（ラトゥ）になった。彼とマヒシャ・チャンパ
カは同じ穴に棲む二匹の蛇であった。ランガ・ウニは即位名としてウィシュ
ヌワルダナの名前をもった。マヒシャ・チャンパカは，バターラ・ナラシン
ハ Bhatara Narasinghaという名で，ラトゥ・アンガバヤ ratu angabhayaにな
った。二人は互いに尊敬しあい，不和が生じることがなかった。
バターラ・ウィシュヌワルダナはシャカ1193年，北チャング Canggu lor
にクタ kuta〔防塁〕を建設した。彼はリンガニン・パティ Lingganing pati
を亡き者しようとマヒビトMahibitに進撃した。マヒビトは戦いに敗れた。
マヒシャ・ブンガランMahisa bungalanが進入できたからである。
ランガ・ウニ陛下は14年間王位にあった。1194年に死に，ジャジャグ
Jajaguに葬られた。マヒシャ・チャンパカは死後クムプル Kumeperに葬ら
れ，そのパムルサタン pamelesatanはウディ・クンチル Wudi kuncirに葬ら
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ランガ・ウニ（第４章）
即位名ウィシュヌワルダナWisnuwardhana
シャカ11721194（1190）年〔AD 12501272（1268)〕
れた。
ランガ・ウニ陛下は息子を一人残した。シュリー・クルタナガラ Sri
Kertanagaraである。マヒシャ・チャンパカも一人の息子を残した。ラデン
・ウィジャヤ Raden Wijayaである。
アジ・クルタナガラ Aji Kertanagara はバターラ・シワブッダ Bhatara
Siwabuddhaという即位名で王（プラブ）になった。
王のそばにナンカ Nangka のブユト buyut〔村長〕のババタンガン baba-
tanganである，バニャク・ウィデ Banak wideという名の男がいた。王は男
にアルヤ・ウィーララージャ Arya Wirarajaという名を与えたが，不信感を
持つようになってそばから遠ざけ，東マドゥラのスングヌブ Sungenebのア
ディパティ adipati〔太守〕に任命した。
彼が王（プラブ）になった時に彼のパティ pati〔宰相〕だった人物，ムプ
・ラガナータ Mpu Raganathaはつねに主人のために尽くしていたが，シュ
リー・クルタナガラはそのことに無頓着だった。そのためムプ・ラガナータ
は職を辞し，パティをやめ，クボ・トゥンガ・サン・アパンジ・アラガニ
Kebo tengah sang apanji Araganiがこれに代わった。ムプ・ラガナータはか
わってトゥマプルのアドヤクシャ adhyaksa〔法官〕になった。
シュリー・クルタナガラが王になったのち，徘徊する敵（カラナ kalana）
バヤ Bhaya を討伐しようとし，この者が死んでしまうと，軍隊をマラユ
Malayu〔スマトラ〕に送った。
かくしてトゥマプルに残った者はとても少なかった。ほとんどがマラユに
送られた。アパンジ・アラガニがそれを率いたが，トゥバン Tubanから引
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クルタナガラ（第５章）
即位名「シワブッダ Siwabuddha」
シャカ11941197（11761214）年〔AD 12721275（12541292)〕
き返し，トゥマプルに着くと，毎日クルタナガラを満足させようと御馳走を
並べさせた。
クルタナガラは，敵であるダハの王アジ・ジャヤ・カトン Aji Jaya katong
と書簡をやりとりした。今や敵に好機が訪れ，ジャヤ・カトンはそれが大罪
を犯すことであるのを忘れてしまった。
マラユ遠征が行われたとき，バニャク・ウィデは四十三歳だった。彼はア
ジ・ジャヤ・カトンと親交を結んだ。彼はしきりにマドゥラからダハに使者
を送り，アジ・ジャヤ・カトンもマドゥラに使者を送った。ウィーララージ
ャ（＝バニャク・ウィデ）は次のような手紙をアジ・ジャヤ・カトンに送っ
た｡「閣下，伏してお知らせ申し上げます。閣下が古い狩場で狩りをなさり
たければ，今なさねばなりません，今が有利な時です，鰐，虎，野牛，蛇，
あるいは刺〔リニプン rinipun〕がおりません。虎が一頭いますが，牙があ
りません｣。元のパティ，ムプ・ラガナータを彼は牙のない虎にたとえてい
る。すでに老齢だったからである。
アジ・ジャヤ・カトンはトゥマプルに進撃した。北回りでトゥマプルに向
かったのはダハで最も劣悪な部隊だった。にぎやかに旗をたて，音楽を演奏
して進んだ。トゥマプルの北の地域は荒らされ，彼らに立ち向かった者の多
くが傷ついた。北回りできた軍勢はムムリンMemelingで停止した。バター
ラ・シワブッダは椰子酒に酔いしれるだけだった。ダハから攻撃されている
と報告をうけた時，それを信じないで，まだ「どうしてアジ・ジャヤ・カト
ンがわしに歯向かうだろうか。わしと良い関係にあるものを」と言っていた。
負傷した兵がその報せをもってきて初めてそれを信じたのだった。
ラデン・ウィジャヤにトゥマプルの北の軍勢と戦うよう命じられた。アル
ヤ・ディカラ Arya dikara，バニャク・カプク Banak kapuk，ランガ・ラウェ
Rangga lawe，プダン Pedang，ソラ Sola，ダンディ Dangdi，ガジャ・パゴン
Gajah pagon，ウィーララージャの息子のナンビ Nambi，プトゥン Peteng，
そしてウィロトWirotがラデン・ウィジャヤにつけられた。この優秀な将兵
は，ダハの北部軍を撃退した。彼らは一斉に猛攻をくわえ，北回りで来たダ
シンガサリ諸王伝
― ―117
ハの軍勢は敗走し，ラデン・ウィジャヤに追撃された。
しかし今，ダハの大軍がピンギルアクシャ pinggiraksa から，ラウォル
Laworを越えてトゥマプルにやってきた。この軍勢には物音をたてることが
禁じられ，旗や音楽なしで前進した。シッダバワナ Siddhabhawanaに至り，
そこからシンガサリに直行した。ダハのパティ，クボ・ムンダラン Kebo
mundarang，プドト Pudot，そしてボウォン Bowongがこの南からのダハの
軍勢の将軍であった。戦いに打ち負かされた時もバターラ・シワブッダはま
たもパティと椰子酒を飲んでいた。二人は死をもってその報いをうけた。ク
ボ・トゥンガはなお防戦しようとしたが，マングントゥル mangunturの中
で殺された。
先に北へ行ったとのべたラデン・ウィジャヤのもとに，南から攻めてきた
ダハの軍によってバターラ・シワブッダが殺され，老齢のパティも陛下のそ
の他の従者とともに死をもって購わねばならなかったという報せがもたらさ
れた。ラデン・ウィジャヤはただちに全軍をひきいてトゥマプルに戻った。
彼はトゥマプルで失われたものを再建しようとしたが，果たせなかった。彼
自身も反撃を受け，クボ・ムンダランに追撃されて，サワ sawah〔水田〕を
上の方へと逃げ，他方クボ・ムンダランはブンタル Buntalに進撃しようと
した。ラデン・ウィジャヤはそこにあった鋤の泥よけ板を取り，それで打ち
かかったためにクボ・ムンダランの胸も顔も泥だらけになった。クボ・ムン
ダランは退いて「ふむ，あなたはなるほどデーワ〔神の末裔，王族〕である」
と言った。
ラデン・ウィジャヤは自分のランチンガン・ギリンシン lancingan giring-
singを切り分けて配下にひとつずつ配った。猛撃を加えようとしたからであ
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る。分配に与かったのはソラ，ランガ・ラウェ，プダン，ダンディ，ガジャ
であった。ソラは攻撃を行い，ダハの者共を大勢倒した。そして王子に言っ
た「さて，殿下，攻撃なさるがよい，今がチャンスです｣。王子が攻撃を行
い，さらに大勢が倒れた。ダハの軍勢は夜になりやむなく退却して野宿した。
彼らが眠っている時，ラデン・ウィジャヤは再度攻撃をかけ，ダハ軍は同士
討ちに陥り，大勢が味方の槍に傷つけられ，算を乱して逃げてしまった。
さてバターラ・シワブッダには二人の娘があり，ラデン・ウィジャヤにめ
あわせるつもりであった。二人はダハ軍に捕らわれたが，それらが別々の方
向に逃げたので，別れ別れになっていた。ラデン・ウィジャヤの攻撃によっ
てダハ勢は混乱状態になった。夜彼らは火を燃やし，それは大きく燃え上が
った。そこに二人の王女の姉の姿が認められた。ラデン・ウィジャヤはそれ
が誰であるかわかった。ラデン・ウィジャヤは彼女を取り返すとソラに言っ
た「おい，ソラよ，もう一度攻撃せよ，妹君も見つかるように｣。ソラは言
った「無益です，王様，姉君がもう見つかりました。それに，我が軍勢のい
かに少ないことか｣。ラデン・ウィジャヤは答えた「よい，王女のためには｣。
ソラはこれに対して再び言った「殿下，退却しなければなりません。なるほ
どもう一度攻撃していくらかの勝利を得て，妹君を見つけることができれば
大変結構ですが，もし妹君に出会えなければ，我々は白蟻のように火中に追
い込まれるでしょう」
そこで王子は王女を両手に抱いて逃げ，夜通し北へ進んだ。朝になってタ
ラガ・パグル Talaga pagerの南で敵に追いつかれた。部下が交互に殿軍とな
って戦い，ダハ軍を釘付けにした。
ガジャ・パゴンは太股に槍が貫通する深手を負ったが，なお歩くことがで
きた。ラデン・ウィジャヤは言った「ガジャ・パゴン，歩けるか。お前が歩
けないなら，我々みな死闘をしよう｣。｢歩けます，殿下，しかし少し遅いで
す｣。ダハ軍はあまり深追いしないで，結局タラガ・パグルに戻っていった。
今やラデン・ウィジャヤは野鶏のごとく，付き従う者共とともに荒野をさ
まよった。家来たちは王女を交互に背負ったが，最後に，王女をどのように
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遇するべきか協議し，議論をつくした。意見が一致すると，王子のもとに進
み出て言った「殿下，申し上げたいことがございます。このままこの森の中
でさまよい続けたら殿下はどのような最期を迎えられることになるでしょう
か。私どもの考えでは，東マドゥラに至ることができれば殿下に最良と存じ
ます。ウィーララージャのもとにお逃げなさいませ，そこに隠れ家を得るこ
とができましょう。ウィーララージャはまさしく亡きお父上によって高官に
なったのですから，殿下に心を寄せないなどとはありえないことでごさいま
す｣。王子は言った「いかにも，彼が私に心を寄せるなら。しかしそうでな
かったら，それは私に大きな不面目である｣。ソラ，ランガ・ラウェ，ナン
ビは立ち上がって，声を揃えて言った「殿下，どうしてウィーララージャが
殿下に背を向けましょう｣。それゆえ王子は彼らの求めに応じた。
荒野を去ってパンダカン Pandakanに至り，そのブユトのマチャン・クピ
ン Macan kupingのもとに来た。半熟のココヤシを所望した。彼はそのミル
クを飲もうとした。しかし，実を開けてみると，白い御飯が詰まっていた。
人々はびっくりして言った「若いココヤシに飯がつまっているとはありえな
い，なんとも奇妙ではないか」
ガジャ・パゴンはもはや進めなかった。それゆえ，王子は言った「パンダ
カンのブユト，お前に一人の男を預ける。ガジャ・パゴンである。彼は歩け
ない。お前のところにとどめる｣。パンダカンの人々は言った「それは良い
ことではないでしょう，殿下。ここでは見つかってしまうかもしれません。
ご家来をパンダカンにおいてはなりません。私どもの考えでは，森の園に滞
在なさるのがよろしいでしょう。森の草を刈る場所です。その真中を開いて
仮小屋を作ることができましょう。誰にも見つかることなくそこに一人でい
ることができます。そしてパンダカンから毎日食事をお運びすることができ
ます｣。ガジャ・パゴンは後に残った。ラデン・ウィジャヤは夜行軍でダタ
ル Datarに至り，そこで船に乗った。
ダハ軍は帰陣した。二人の王女の妹は捕らわれてダハに連れてゆかれ，ア
ジ・ジャヤ・カトンに引き渡された。アジ・ジャヤ・カトンはバターラ・シ
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ワブッダの死を聞いて喜んだ。
ラデン・ウィジャヤは北に進んで対岸に着き，海岸を進んで，スングヌブ
の境界に近いあたりのサワで夜になってしまった。そのため，ちょうど耕起
したばかりでの，畝が立てられているサワで夜を過ごした。ソラが腹ばいに
なり，王子と王女はその上に腰掛けた。翌朝スングヌブに向かった。スング
ヌブでは大きなバレ bale〔会所〕のところで進むのをやめた。ウィーララー
ジャが外にいるかどうか見にいかせた。ウィーララージャが外にいたのでそ
の者はすぐに戻ってきた。そこで王子はパセバン paseban〔謁見場〕に進ん
だ。ウィーララージャはすぐに王子だとわかり，びっくりしてパセバンを後
にして家に入ってしまった。こうして対面はならなかった。ラデン・ウィジ
ャヤは呆然となり，ソラとランガ・ラウェに言った「言わんこっちゃない，
わしは大変な不面目じゃ。あのとき戦いの中で死んでいた方がましだった｣。
大きなバレにもどったが，結局，ウィーララージャが妃はじめ家族といっ
しょに，ベテル betel〔キンマ，檳榔〕を差し出そうとやって来るのだった。
ランガ・ラウェは王子に言った「いや，殿下，まったく様子が違います。ウ
ィーララージャが逆に殿下のもとに参ります｣。王子はこれをとても喜んだ。
ウィーララージャの妃が王女に，ウィーララージャは王子にシリ sirih〔ベ
テルを包む葉〕を進上した。ウィーララージャは王子に，領主の館に滞在さ
れるよう願い出た。王女は車に乗り，ウィーララージャの妻たちは徒歩でお
供した。ウィーララージャは王子に同じようにした。かれらは領主の館では
ウィーララージャ自身の寝所に滞在した。ラデン・ウィジャヤは第二の門に
来た時に，椰子酒に耽溺した王がどのように死んだか，また自分がダハの軍
勢とどのように戦ったかをウィーララージャに物語った。ウィーララージャ
は尋ねた「それで，今はいかがなさりたいのでしょうか，王子さま｣。ラデ
ン・ウィジャヤは答えた「よろしければ，ここに滞在させていただけるよう
お願いしたい｣。ウィーララージャは言った「ご心配にはおよびません。事
態を元に戻すようなことが起こらないともかぎりませんが，急にそうなるも
のではないでしょう｣。と言うと，中に進むよう促した。さらに衣服，帯，
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サロンを提供した。それらはケン・ピナティ Ken Pinatih（ラデン・アユ
raden ayu〔正妃]）をはじめとする領主の妻たちが進上した。その時王子は
言った「ウィーララージャ殿，わが父よ，おおいに恩義に思います。本懐を
とげたならジャワを二つに分けよう。あなたが半分を，わたしがもう半分を
持つこととしよう｣。ウィーララージャは言った「お心のままに，殿下，ま
ず王におなりになることでございましょう｣。これがウィーララージャとの
約束であった。ウィーララージャのもてなしぶりは非常なものだった。毎日
伺候したし，椰子酒を差し上げたことは言うまでもないことである。
ラデン・ウィジャヤのスングヌブ滞在がかなり長くなったある時，アルヤ
・ウィーララージャが言上した「殿下，私に策がございます。殿下がアジ・
ジャヤ・カトンに仕え，許しを求めるふりをなさるのがよろしい。そして，
頭をさげて，もしアジ・ジャヤ・カトンが承知なら彼に仕えたいとおっしゃ
るのがよろしい。そうすると殿下はしばらくの間ダハに行かなければなりま
せんが，そうして彼が殿下を信用するようになりますと，トリク Trikの人々
の荒れ地をもらってそこにデサ desa〔村〕をつくることを願い出るのです。
マドゥラ人がそこを開墾し，デサを立てるでしょう。その近くにマドゥラ人
が住み，彼らは殿下に従うでしょう。殿下は自ら王にお仕えになるのがよろ
しい。アジ・ジャヤ・カトンの配下をよく観察するためです。誰が信用でき
るか，誰が勇敢か，誰が臆病か，また有能か，とりわけクボ・ムンダランの
人となりを把握しなければなりません。皆をよく把握なさいましたら，マド
ゥラ人がトリクの人々の荒れ地に立てているでしょうデサに退去する許しを
願うのです。さらに，殿下のトゥマプルの者たちが殿下のもとに復帰するな
ら，彼らを受け入れるのもよろしいでしょう。ダハの者であっても，殿下の
もとに逃げてくるなら，受け入れなさい。そしてダハの軍勢に対抗できると
思われたなら，それが出陣の時でしょう。ではジャヤ・カトンに書簡を出し
ましょう」
その手紙を届ける人物は出発し，ジャワに渡り，ダハで自らその手紙をア
ジ・ジャヤ・カトンに差し出した。その手紙に言う「陛下，伏してお知らせ
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申し上げます，陛下の孫が許しを求めておられます，陛下に降服したいと願
っておられます。陛下が承知なさいますかどうか，お心をお知らせなさいま
すよう｣。アジ・カトンは言った「わが息子，アルヤ・ウィジャヤがわしに
降服を願っておるのを，どうして反対しようか｣。そしてこの言葉を伝える
ために使者を帰らせた。使者は帰ると手紙をさしだし，それはラデンとウィ
ーララージャの前で読み上げられた。ウィーララージャは喜んだ。ラデン・
ウィジャヤは従者とともに，またマドゥラ人に守られてジャワに戻った。ウ
ィーララージャは王子をトゥルン Terungまで案内した。
ラデン・ウィジャヤはダハにくるとアジ・ジャヤ・カトンに忠実に仕えた
ので，寵愛を得た。彼がダハに着いたのはまさにガルンガン Galungan〔ウ
ク暦新年〕であった。彼の従者たちはダルム dalem〔内廷〕からササラマ
sasarama〔競技〕するよう命じられた。彼らを見たダハのマントリたちはび
っくり仰天した。みなソラ，ランガ・ラウェ，ナンビ，プダン，ダンディと
いった猛者ばかりであった。彼らはダハのマングントゥル Mangunturにあ
るパササラマン pasasaraman〔競技場〕で試合をした。つぎにダハのマント
リたちが同じように競技をおこなった。パンルト Panglet，マヒシャ・ルブ
Mahisa rubuh，パティのクボ・ムンダランであるが，三人ともランガ・ラウ
ェとソラとの試合で負けた。
しばらくしてアジ・ジャヤ・カトンはクリスの試合を行わせた「わが子ア
ルヤ・ウィジャヤよ，さあ，一度クリスの試合をしてみよ，それを見たいも
のだ。わしのマントリたちが相手だ｣。王子は答えた「確かに，陛下｣。とて
も大きな音の音楽がかなでられ，数えられないほどの観衆の見守る中で試合
が行われた。アジ・ジャヤ・カトンの家来たちが逃げてしまう様は珍妙だっ
た。そこでアジ・ジャヤ・カトンは命じた「わが息子アルヤ・ウィジャヤに
命じよ，もはや加わるに及ばぬと。王に立ち向かう者があろうか｣。王子は
もはや加わらず，対戦は互角となり，今や決着をつけねばならなかった。結
局，ソラがパティ，クボ・ムンダランと，ランガ・ラウェがパンルトと，そ
してナンビがマヒシャ・ルブと対戦した。結果は，ダハのマントリたちはラ
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デン・ウィジャヤの家来たちに負かされ，態勢を立て直すことができず，か
くしてクリス試合は終わった。
今やラデン・ウィジャヤは，ダハのマントリたちが自分の部下にかなわな
いことを知った。そこでウィーララージャに知らせを送り，ウィーララージ
ャはトリクの人々の荒れ地を願い出るよう助言した。アジ・ジャヤ・カトン
はそれを認めた。かくしてトリクの荒れ地は初めて人の住むことのできる土
地になった。マドゥラ人が開墾にかかったばかりのとき，その一人が，空腹
で，伐採作業のための十分な食料をもっておらず，マジャ maja〔ザボン〕
の実を食べた。それは彼にはあまりに苦かったので，見つけたマジャの実を
全部捨ててしまった。そこにとても苦いマジャの実のあることが知られるよ
うになり，そのためその地はマジャパヒト Majapahit〔苦いマジャ〕と呼ば
れた。
王子はダハの状況を把握し，マジャパヒトははやくもデサの外観を呈する
ようになった。ウィーララージャの家来は足しげくダハに行き，またマジャ
パヒトに滞在した。ウィーララージャは王子に，そこに移るのにどのように
アジ・ジャヤ・カトンに願い出るべきか助言した。彼はマジャパヒトに住め
るよう願い出た。王子に好感をもっていたことと，心からそうしていると思
わせる見事なまでの仕えぶりとに眩惑されたアジ・ジャヤ・カトンはこれを
許した。マジャパヒトの近くまでくると，王子はウィーララージャに，自分
と部下たちがダハのマントリたちに劣らなかったことを知らせた。王子はウ
ィーララージャにダハへの進撃を促した。
ウィーララージャはまだそれにはいささか反対で，使者に言った「急いて
はなりませぬ。私になお策があります。パンガラサンよ，王に伝えなさい，
私がタタル Tatarの王と友達であると。私はタタルの王に，王女たちをあな
たの戦利品にすると言うつもりである。パンガラサンよ，すぐマジャパヒト
に戻りなさい。お前が出発ししだい私はタタルに手紙を書く。というのも，
今ちょうど交易をするためにそこから船が来ている。ダハに対する戦いを促
すために，私自身の船を一隻タタルに同行させよう。ダハの王が倒されたな
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ら，ジャワ全島において並ぶ者なき美しさのトゥマプルの王女たちはタタル
の王のものと宣言されるだろう。このようにしてタタルの王を捉えるつもり
である。お前は王に伝えなさい，タタルの王に合流していっしょにダハを滅
ぼすべきであると」
パンガラサンはマジャパヒトに戻った。ラデン・ウィジャヤはウィーララ
ージャの勧めを喜んで受け入れた。パンガラサンが去ったのち，ウィーララ
ージャはタタルに人を送った。彼は自ら全家族をひきいてマジャパヒトに移
った。マドゥラから戦いに必要になるもの，役に立つすべてのマドゥラ人，
そして必要な武器をいっしょに運んできた。
タタルの使者が軍勢とともに到着すると，ダハを攻撃した。タタルの軍は
北から進撃し，マドゥラとマジャパヒトの軍は東側から進撃した。
アジ・ジャヤ・カトンは混乱し，どこの防備を最も強くすべきかわからな
かった。北方ではタタル軍に強く対処しなければならなかった。クボ・ムン
ダラン，パンルト，マヒシャ・ルブが東から進んでくる軍勢に当たった。パ
ンルトはソラに殺され，クボ・ルブはナンビに倒された。クボ・ムンダラン
はランガ・ラウェと対戦して敗走し，トリニパンティ Trinipantiで追いつか
れて，ランガ・ラウェに殺された。彼はランガ・ラウェに言った「ランガ・
ラウェ，わしに娘がある。これをソラに与えたい。勇敢さの褒美として｣。
アジ・ジャヤ・カトンは武器を手に北に出撃したが，タタル軍に破られ，捕
らえられる始末であった。ラデン・ウィジャヤはただちにダハのクラトンに
進入し，王女を連れ出した。先に述べた二人の妹の方である。彼女をマジャ
パヒトに連れていった。
マジャパヒトではただちにタタル軍が二人の王女を要求してきた。ウィー
ララージャが，ダハが陥落したらトゥマプルの二人の王女を引き渡すと約束
していたからである。マントリたちはどう助言していいかわからず，事を引
き受けられる人物を捜した。ソラは言った「では私は，タタル軍がここに来
たら，襲いかかることとしよう｣。アルヤ・ウィーララージャは話を引き取
った「わが息子ソラよ，たいへんよろしい。しかしわしに別の考えがある｣。
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タタル軍をなだめる手立てをさらにあれこれ考えた。マントリたちはそれに
ついて議論を重ねた。ソラが，片をつけることができると信じて言った「我々
がタタル軍を攻撃したとしたら，大勝利だろう」
夕方，太陽が西に傾くと，タタル軍が二人の王女を連れにきた。ウィーラ
ラージャが答えた「タタル人よ，急ぐことはありますまい。王女たちはまだ
心を苦しませておられます。トゥマプルが陥落した時も，ダハの時も剣が振
るわれるのをご覧になったためです。お二人は，どんなものであれ武器を目
にするのをとても嫌がっておられます。明日お二人をあなたたちにお連れし
ましょう。四角い座にお乗せして，正装して，あなたがたの船にお連れしま
しょう。四角い座にお乗せするのは，お二人が武器を目にしたくないからで
すし，それだけでなく，王女たちを迎える人たちは普通のタタル人ではあり
えず，あなたたちの最高の方々のはずだからです。またその方々は従者を連
れてきてはなりません。というのも，王女たちは武器を一つでも見ようもの
なら，船に到着してからであっても，水に身を投げる覚悟をしておられます。
王女たちが入水自殺してしまわれたら，あなたたちは，代わりに命をさしだ
されようとも，取り返しのつかないことをしてしまったことになります｣。
タタル人は譲歩し，罠にはまった。彼らは言った「あなたのおっしゃること
は，まったくもっともです」
約束どおりの時に，武装していない大勢のタタル人が二人の王女を受け取
りにきた。彼らはバヤンカラ Bhayangkara門を入った時，閉じ込められ，門
は外からも中からも閉ざされた。ソラはクリスを太股にくくりつけた。そし
てタタル人に猛撃を加え，彼らを刺しまくった。ランガ・ラウェはパセバン
の外にいた者に襲いかかり，彼らが逃げていったチャング Cangguの港まで
追撃した。彼らはそこで追いつかれて殺された。
十日後，マラユ征服に行っていた軍が二人の王女をつれて戻ってきた。そ
の一人ダラ・プタク Dara petak王女はラデン・ウィジャヤによりビニハジ
binihaji（スリル selir〔側室]）とされ，姉の方のダラ・ジンガ Dara jinggaは
デーワ〔神の末裔，王族〕と結婚し，マラユの王トゥハン・ジャナカ Tuhan
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Janakaの母親となった。このマラユ王のカシルカシル kasirkasir〔？〕はシ
ュリー・マルワデーワ Sri Marmadewaであり，即位名はアジ・マントロロ
ト Aji Mantrolotといった。
マラユ遠征とトゥマプル陥落は同じシャカ1197〔Ad 1275〕年におこった。
アジ・ジャヤ・カトンはシャカ1198年にダハで王（ラトゥ）になった。アジ
・ジャヤ・カトンはジュンガル Junggaluhに至って，キドゥン kidung〔詩〕
『ウキル・ポラマンWukir Polaman（養魚池の丘)』を詠み，それが完成する
と死去した。
シンガサリ諸王伝
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